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平成 29 年 12 月定例会の概要

　平成２９年１２月定例会は、１２月７日から１２月２５日まで、１９日間の

会期で開きました。

　今期定例会に提出された議案は１４件で、定例会初日に市長から、提出さ

れた議案の上程、説明が行われました。

　市政一般質問には１３名の議員が立ち、市政全般にわたり市長をはじめと

する執行機関と活発な議論が交わされました。

　なお、議決結果は１０ぺージ、市政一般質問の要旨は３ページ～１０ページ、

委員会審査の概要は１１ページから１５ページに記載しております。

　
平成 30 年１月
臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　平成３０年１月臨時会が１月１０日に招集され、１日間の会期

　　　　　　　　　　　　　　　　で開きました。

　提出された議案は平成２９年度島原市一般会計補正予算（第６号）で、歳入歳出の総額を変更せず、

款項の区分及びその金額等を変更するものであり、継続費の補正と地方債の補正です。継続費の補正

は新庁舎整備事業に３億 3,000 万円を追加し、総額を 42 億 7,200 万円とするとともに、平成３０年

度に同額を追加し各年割額を改めるもので、地方債の補正は新庁舎整備事業にかかる地方債の補正で

す。

　議案は予算審査特別委員会に付託して審査を行い、予算に見合う設計変更をすべき、支出内容を検

証する資料が示されていない、国等に補助を要望しながら進めている事業であり、早急に事業を進め

てほしいなどの意見や今後施工監理等にも多くの支払いが発生する

が最大限の経費節減をしてほしいなどの要望がなされ、挙手採決の

結果、原案のとおり可決することに決定しました。

　本会議では、委員長の審査報告、討論、採決を行い、原案のとお

り可決しました。
新庁舎のイﾒージ図
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　掲載している内容は 12 月 11 日から 13 日までに行った市政一般質問の要旨です。

　また、市議会ホームページでは各種議会情報、会議録の閲覧のほか、議会中継（生放送・録画放送）

を見ることができます。

一 般 質 問

市民の声を市政に

13 人の議員が古川市政を問う

　　    

 　　　　

　　　　　　  　　 市政一般質問 

○永尾 邦忠 議員　　　　　　     　　（４ページ）

 ・食について

 ・市が保有する有価証券について

 ・道路の整備について

 ・ヘルプカードについて

○本田 みえ 議員　　　　　　　　 　　（４ページ）

 ・市民が求める安心安全なまちづくりの取り組みを

 ・市民の健康被害に対する島原市の取り組みは

 ・男女共同参画社会の島原市の取り組みは

 ・ノーマライゼーションの社会を目指した取り組みを

 ・公共交通の今後 ～市民の足はどうなるのか～

○松坂 昌應 議員　　　　　　　   　　（５ページ）

 ・島鉄再生に島原市・島原市民は何ができるか 

 ・市役所のミスで交付決定した補助金を工事終了後取り消した件（再）

 ・新庁舎の喫煙所は建物の外に

 ・市長は市民目線（民間目線）を忘れていないか

 ・働く若者のために図書館開館を延長できないか

 ・堀部邸の活用（空き店舗や空き家の活用）

○上田 義定 議員　　　　　　　     　（５ページ）

 ・公共施設等総合管理計画について　

 ・ＵＩターンについて

 ・幸田町を訪問して

○馬渡 光春 議員　　　　　　　       （６ページ）

 ・島原市の活性化に向けて

 ・障がい者対策について

 ・有明の森総合グラウンド（多目的）の整備について

○草野 勝義 議員　　　　　　　       （６ページ）
 ・島原鉄道と自治体との連携について

 ・第一次産業を育てる施策について

 ・堀部邸の活用とウィンターナイト・ファンタジアの開催期間

 ・教育環境について

○林田 　勉 議員　　　　　　　　   　（７ページ）

 ・旧「堀部邸」を民泊施設の軸にして、体験型観光で人

　を呼び込もう！　　　　

 ・罰則が強化された自転車の交通安全対策について

 ・年金支給開始延期と定年延長に伴う再任用の状況について

○楠　 晋典 議員　　　　　　　 　    （７ページ）

 ・公共交通は残せるか。島鉄北目線の今後は。南目線跡地

  の活用は。 　

 ・選挙投票率の向上のため、投票所はどうあるべきか

 ・漁業者支援

 ・公共施設の料金改定後の状況は

○島田 一徳 議員　　　　　　　   　  （８ページ）

 ・福祉行政について

 ・教育行政について

 ・産業振興について

○濱﨑 清志 議員　　　　　　　   　  （８ページ）

 ・町内会、自治会について

 ・スポーツ振興基金について

 ・ふるさと納税について

 ・職員の地域貢献応援制度について

 ・公共交通について 

○中川 忠則 議員　　　　　　     　  （９ページ）

 ・捨てられる不動産・誰の所有かわからない土地について

 ・中学校の制服が値段が高いという意見があるが、どう

　考えるのか

 ・地方公共団体のシェアリングエコノミー活用にかかる

　特定の課題を取り組むために設置されるチームについて

 ・介護保険について

 ・島鉄について

○種村 繁德 議員　　　　　　　   　  （９ページ）

 ・公共下水道の見直しについて

 ・新ながさき農林業の活性化計画について

 ・選挙と投票率について

 ・地域高規格道路と県道礫石原松尾停車場線について

○生田 忠照 議員　　　　　　　   　  （10 ページ）

 ・イオン存続による、島原の街づくりについて



  4　　　　　　島原市議会だより２３６号

　
　

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
昨
年
６

月
議
会
で
質
問
し
た
が
そ
の
後
の
取
り
組

み
は
。

　
　

　
　

宴
会
等
で
は
開
始
後
30
分
間
、
終
了

前
10
分
間
は
自
席
で
食
事
を
楽
し
む
こ
と

な
ど
を
広
報
誌
で
啓
発
し
た
。

　
　

　
　

食
中
毒
対
策
等
の
ル
ー
ル
を
決
め
、

ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
の
推
進
を
。

　
　

　
　

国
の
指
導
等
に
留
意
し
、
で
き
る

範
囲
で
取
り
組
む
。

　
　

　
　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
推
進
で
福
祉
施
設

な
ど
は
浮
い
た
費
用
を
学
用
品
な
ど
本
来

の
活
動
に
回
せ
る
と
思
う
が
。

　
　

　
　

県
内
で
は
２
団
体
が
活
動
。
調
査
・

研
究
し
た
い
。

　
　

　
　

食
を
通
じ
て
子
供
た
ち
の
健
康
第
一

を
推
進
し
て
ほ
し
い
が
、
生
活
習
慣
病
の

手
立
て
は
。

　
　

　
　

健
診
や
各
種
測
定
結
果
な
ど
で
、
保

護
者
へ
変
化
を
適
切
に
伝
え
た
い
。

　
　

子
供
た
ち
の
健
康
の
た
め
、
地
元
産

の
有
機
米
の
活
用
は
。

　
　

県
内
産
米
を
活
用
し
て
い
る
が
、
地

元
産
が
で
き
な
い
か
コ
ス
ト
面
な
ど
研
究

を
進
め
た
い
。　

　
　

市
が
保
有
す
る
の
は
会
社
設
立
の
み

が
目
的
か
。

　
　

株
主
と
し
て
経
営
に
意
見
を
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
市
政
を
推
進
す
る
上
で
必
要

で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
。

　
　

株
式
は
市
の
財
産
と
し
て
保
有
し
て

い
る
の
で
、
市
民
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な

配
当
を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

一
部
配
当
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
公
共
性
が
あ
る
株
式
を
保
有
し
公
共

の
利
益
の
た
め
に
反
映
さ
れ
る
も
の
だ
と

考
え
る
。

　
　

島
原
鉄
道
の
体
制
が
変
わ
る
。
株
の

保
有
比
率
が
少
な
く
な
る
が
市
民
の
意
見

は
言
い
や
す
く
な
る
の
か
。

　
　

利
便
性
を
含
め
、
市
長
と
し
て
今
ま

で
以
上
に
申
し
入
れ
等
を
す
る
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

◇
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

公明党

永尾 邦忠 議員

QQ AAA

A Q問問
市
が
保
有
す
る
有
価
証
券

に
つ
い
て

　
　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
つ
く
る

意
思
は
あ
る
か
。

　
　

現
在
調
査
研
究
中
で
あ
り
、
も
う
暫

く
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　

福
祉
保
健
部
に
も
女
性
の
相
談
窓
口

を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
庁
舎
で
は
、
総
合
窓
口
で
の
包
括

的
な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
総
合
窓

口
の
設
置
や
市
民
の
立
場
に
寄
り
添
う
相

談
が
で
き
る
人
員
の
配
置
は
重
要
課
題
で

あ
る
。

　
　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
ど

の
よ
う
な
支
援
事
業
が
あ
る
の
か
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
資
金
の
貸

し
付
け
や
、
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
。

ど
う
し
て
も
生
活
が
苦
し
い
場
合
は
、
一

時
的
に
は
生
活
保
護
も
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
ど
ん
な
支
援

が
で
き
る
か
一
緒
に
考
え
な
が
ら
支
援
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　

　
　

前
回
の
「
駐
車
場
の
一
角
に
喫
煙
所

の
確
保
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
」
は
検

討
さ
れ
た
か
。

　
　

屋
外
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、
喫
煙

設
備
の
寄
贈
等
も
含
め
て
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た

ば
こ
産
業
）
に
相
談
し
て
お
り
、
屋
外
を

念
頭
に
川
床
デ
ッ
キ
、
駐
車
場
も
含
め
検

討
し
て
い
る
。

　
　

非
正
規
職
員
の
育
児
休
業
、
働
い
て

い
る
人
の
声
を
汲
み
上
げ
て
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
は
。

　　
　

制
度
は
使
う
こ
と
が
権
利
。
そ
う

い
っ
た
声
か
け
が
必
要
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
を
目

　

指
し
た
取
り
組
み
を

◇
公
共
交
通
の
今
後
～
市
民
の
足
は
ど
う

　

な
る
の
か
～

バラの会

本田 みえ 議員

QAQ

Q

A

A

A Q

QA

問問
市
民
が
求
め
る
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

食
に
つ
い
て

問
QQA

A A AQ Q Q

問問
市
民
の
健
康
被
害
に
対
す

る
島
原
市
の
取
り
組
み
は

問問
男
女
共
同
参
画
社
会
の
島

原
市
の
取
り
組
み
は
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経
緯
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
費
は
40
年
間
で

３
５
０
億
円
不
足
す
る
。
こ
の
た
め
、
40

年
間
で
43
％
、
直
近
の
10
年
間
で
10
％
削

減
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

学
校
施
設
に
つ
い
て
、
耐
震
補
強
工

事
を
し
た
の
で
処
分
で
き
な
く
な
っ
た
建

物
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

国
庫
補
助
等
の
特
定
財
源
を
活
用
し

工
事
し
た
財
産
で
、
10
年
未
満
の
も
の
で

も
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

も
の
で
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
文
科

省
と
相
談
が
で
き
る
。

　
　

市
営
住
宅
の
現
在
の
面
積
と
10
年
後

の
目
標
面
積
は
。

　
　

現
在
の
保
有
面
積
は
６
万
４
２
８
９

平
方
メ
ー
ト
ル
。
10
年
後
の
廃
止
面
積
を

７
６
３
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
12
％
の
削

減
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

森
岳
公
民
館
・
島
原
文
化
会
館
に
つ

い
て
今
後
の
計
画
は
。

　
　

40
年
後
の
計
画
は
公
表
で
き
る
段
階

で
は
な
い
が
、
ま
ず
10
年
間
は
長
寿
命

化
を
図
り
な
が
ら
大
切
に
使
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

温
水
プ
ー
ル
・
有
馬
武
道
館
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　

温
水
プ
ー
ル
は
昭
和
49
年
、
有
馬
武

道
館
は
昭
和
55
年
の
建
築
で
、
両
施
設
と

も
老
朽
化
は
著
し
い
。
現
在
、
個
別
計
画

を
策
定
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

島
原
市
児
童
館
に
つ
い
て
今
後
の
計

画
は
。

　
　

昭
和
38
年
建
築
で
50
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
今
後
の
長
期
的
な
使
用
は
困
難

で
あ
る
。
児
童
福
祉
施
設
の
運
営
協
議
会

や
施
設
の
利
用
者
と
相
談
し
な
が
ら
他
の

施
設
を
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

　
　

三
会
保
育
園
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

　
　

建
築
か
ら
46
年
を
経
過
し
て
い
る

が
、
今
後
も
老
朽
化
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、
児
童
数
の
推
移
等
を
勘
案
し
な
が
ら

施
設
の
存
続
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て

◇
幸
田
町
を
訪
問
し
て

新風会

上田 義定 議員

QQ AQA

A

問問
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て

A

Q

　
　

十
八
・
親
和
両
銀
行
の
大
幅
な
債
権

放
棄
を
評
価
し
た
い
。
支
援
機
構
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
の
６
７
５
０
万
円
と
合
わ
せ
て
１
億

８
千
万
円
を
長
崎
バ
ス
が
出
資
し
て
（
資

本
比
率
90
％
で
）
島
鉄
を
引
き
継
ぐ
。
現

島
鉄
資
本
金
額
面
８
億
円
は
実
質
２
千
万

円
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

　
　

そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

　
　

支
援
機
構
は
大
井
川
鉄
道
や
い
す
み

鉄
道
再
生
な
ど
の
実
績
も
あ
る
。
北
目
線

の
存
続
は
大
丈
夫
か
。

　
　

島
原
鉄
道
の
事
業
は
そ
の
ま
ま
継
続

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

イ
オ
ン
島
原
店
の
存
続
は
。

　
　

合
わ
せ
て
新
会
社
に
引
き
継
が
れ
、

道
路
の
移
動
も
含
め
て
島
鉄
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
一
体
的
な
活
用
を
目
指
す
イ
オ
ン

九
州
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
市
と

し
て
も
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

て
対
応
し
た
い
。

　
　

市
役
所
の
ミ
ス
で
交
付
決
定
を
し
た

補
助
金
を
、
工
事
終
了
後
取
り
消
す
な
ど

市
民
感
覚
で
は
理
解
で
き
な
い
。　
　

　

杓
子
定
規
で
融
通
が
利
か
ず
、
で
き
な

い
理
由
ば
か
り
探
す
職
員
。
市
長
が
役
所

に
染
ま
っ
て
い
く
の
が
心
配
。
市
長
の
想

い
（
市
民
目
線
）
は
職
員
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
。

　
　

市
民
目
線
で
様
々
な
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
（
子
育
て
支
援
、
観
光
組
織

の
一
元
化
、
土
日
開
庁
な
ど
）
職
員
は
継

続
性
の
中
で
基
本
的
な
こ
と
は
や
っ
て
い

る
。
職
員
に
は
市
民
目
線
で
進
め
る
こ
と

を
徹
底
し
て
言
い
続
け
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
ジ
レ
ン
マ

も
感
じ
て
い
る
。
愚
直
に
訴
え
続
け
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
新
庁
舎
の
喫
煙
所
は
建
物
の
外
に

◇
働
く
若
者
の
た
め
に
図
書
館
開
館
時

　

間
を
延
長
で
き
な
い
か

◇
堀
部
邸
の
活
用
を
考
え
る
リ
ノ
ベ
ー
シ

　

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
予
算
を
付
け
て
は

バラの会

松坂 昌應 議員

QQ A

Q

QA 問問
島
鉄
再
生
に
島
原
市
・
島

原
市
民
は
何
が
で
き
る
か

A

A

A A AQ Q Q

問問
市
長
は
市
民
目
線
（
民
間
目

線
）
を
忘
れ
て
い
な
い
か
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島
原
鉄
道
と
自
治
体
の
連
携
強
化
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。　

　
　

長
崎
自
動
車
及
び
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
の
支
援
で
島
原
鉄
道
株
式
会
社

が
維
持
さ
れ
、
経
営
の
安
定
化
を
図
ら
れ

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
島
鉄
の
北
目

線
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
高
齢
者
や
学
生

の
足
と
し
て
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
や
中

心
市
街
地
の
活
性
化
等
に
県
、
諫
早
市
、

雲
仙
市
、
南
島
原
市
と
連
携
し
関
わ
っ
て

い
く
決
意
で
あ
る
。

　
　

島
原
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会
の
あ

り
方
と
補
助
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　

新
た
な
経
営
体
制
に
変
わ
っ
て
も
島

原
鉄
道
自
治
体
連
絡
協
議
会
は
存
続
し
、

引
き
続
き
公
共
交
通
の
活
性
化
に
向
け
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

①
農
業
産
出
額
と
、
②
65
歳
以
上
の

農
業
従
事
者
割
合
は
。
③
農
業
後
継
者
対

策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

①
本
市
の
農
業
産
出
額
は
、
平
成
17

年
度
が
約
１
４
４
億
２
千
万
円
、
現
在
は

１
８
６
億
４
千
万
円
で
、
10
年
前
と
比
較

す
る
と
約
１
２
９
％
へ
上
昇
。
②
県
農
業

就
業
人
口
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
率
は

57
・
７
％
、
本
市
は
37
・
４
％
。
③
農
業

後
継
者
就
農
奨
励
金
制
度
等
を
創
設
し
、

市
の
単
独
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
後
継
者

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
毎
年
、
新
規
就

農
者
を
計
画
目
標
15
人
と
設
定
し
、
直
近

５
年
間
は
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

　
　

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
対
策
は
。

　
　

統
計
資
料
に
よ
る
と
、
春
大
根
、
春

白
菜
生
産
量
は
全
国
２
位
、
春
夏
ニ
ン
ジ

ン
は
全
国
３
位
。
生
産
物
は
関
西
を
中
心

に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
市
場
で
は
島
原
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
堀
部
邸
の
活
用
と
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
イ
ト

　

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
の
開
催
期
間
延
長

◇
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
予
算
増
額
と
年

　

１
回
専
門
業
者
に
よ
る
ト
イ
レ
清
掃
を

市民平和の会

草野 勝義 議員

Q A

Q

A

A

Ｑ　

市
外
流
出
防
止
の
対
策
は
。

 
 

 
 
 

地
元
企
業
説
明
会
の
開
催
や
市
雇
用

奨
励
金
で
雇
用
を
拡
大
。
市
独
自
の
各
種

「
子
育
て
支
援
事
業
」
で
若
者
の
本
市
へ

の
定
住
促
進
を
支
援
し
て
い
る
。

 
 

　

各
種
施
策
や
事
業
計
画
等
へ
の
若
者

の
参
画
推
進
は
ど
う
か
。

 
 
 

若
手
職
員
と
商
工
青
年
部
・
青
年
会

議
所
・
青
年
団
等
と
官
民
一
体
と
な
っ
た

若
者
の
発
想
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

 
 

　

①
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
開
催
状
況
は
。
②
Ｊ
１
に
昇
格
し
た

Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
の
島
原
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致

を
し
た
ら
ど
う
か
。

 
 
 

①
実
行
委
員
会
を
中
心
に
誘
致
活
動

を
展
開
し
昨
年
度
は
34
件
、
宿
泊
者
数

１
万
８
千
人
・
奨
励
金
４
７
０
万
円
、
観

光
消
費
額
は
４
億
２
千
万
円
と
推
定
。

②
チ
ー
ム
発
足
の
原
点
は
「
有
明
Ｓ

Ｃ
」
、
島
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
可
能

な
限
り
要
請
し
た
。

 
 

　

障
が
い
者
の
方
々
の
現
状
と
近
年
の

推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

　

 

障
が
い
者
手
帳
の
所
持
者
は
計
３
５

８
７
人
。
年
々
増
加
傾
向
だ
が
昨
年
は
減

少
し
た
。

 
 
 
 

①
支
援
対
策
や
、
②
課
題
は
ど
う
か
。

　
　

①
「
第
２
期
障
害
者
計
画
」
に
よ
り 

生
活
・
教
育
・
社
会
参
加
・
就
労
・
生
活

環
境
等
の
支
援
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

②
就
労
支
援
対
策
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

 
 
 
 

雇
用
促
進
対
策
の
状
況
は
。

 
 
 

法
定
雇
用
率
が
平
成
30
年
度
か
ら
民

間
や
、
地
方
公
共
団
体
で
０
・
２
％
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
「
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

等
を
開
催
し
就
労
の
推
進
を
し
て
い
る
。

 
 
 

①
利
用
状
況
、
②
倉
庫
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
樹
木
の
安
全
管
理
は
。

 
 
 

①
昨
年
度
は
１
万
７
３
８
６
人
が
利

用
。
②
指
摘
の
南
側
倉
庫
の
屋
根
は
応
急

措
置
し
全
面
的
な
改
修
は
計
画
的
に
実
施

す
る
。
樹
木
等
は
適
切
に
剪
定
管
理
す
る
。

実践クラブ

馬渡 光春 議員

QQ A

Q Q

A

A A

AQ

A Q

Q

QA

QA

問問
市
の
活
性
化
に
向
け
て 

人
口

減
少
対
策
の
原
点
は
若
者
を
地

域
に
残
し
「
参
画
」
が
重
要
！

障
が
い
者
対
策
に
つ
い
て

問問問
有
明
の
森(

多
目
的)

グ
ラ
ウ

ン
ド
の
現
状
と
管
理
に
つ
い
て

問問
島
原
鉄
道
と
自
治
体
の
連

携
強
化
に
つ
い
て

問問
第
一
次
産
業
を
育
て
る
施

策
に
つ
い
て



  7  島原市議会だより２３６号

　
　

今
流
行
の
体
験
型
観
光
と
は
。

　
　

地
域
の
自
然
や
文
化
、
伝
統
に
触
れ

な
が
ら
旅
行
を
す
る
こ
と
。
地
域
の
魅
力

を
商
品
化
す
る
こ
と
で
国
内
外
か
ら
の
来

訪
・
滞
在
へ
つ
な
が
る
と
思
う
。

　
　

島
原
市
で
も
民
泊
と
い
う
形
式
を
取

り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
い
る
。
既
存
の
宿
泊
施
設
と
の
共
存

も
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

　
　

旧
堀
部
邸
を
軸
に
し
て
市
民
へ
も
民

泊
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
、
自
ら
稼
げ
る
施

設
に
し
て
、
都
市
部
か
ら
体
験
型
観
光
で

人
を
呼
び
込
め
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　

大
変
興
味
深
く
面
白
い
提
案
。
堀
部

邸
は
観
光
資
産
と
し
て
は
十
分
で
あ
り
、

民
泊
の
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　　
　

改
正
道
路
交
通
法(

自
転
車
運
転
者

講
習
制
度)

 

と
は
。

　
　

平
成
27
年
６
月
か
ら
悪
質
・
危
険
な

自
転
車
運
転
者
へ
の
講
習
制
度
が
始
ま
っ

て
い
る
。　

　
　

学
校
や
市
民
へ
の
指
導
と
周
知
は
。

　
　

学
校
で
は
法
の
施
行
時
に
周
知
し
た

が
、
再
度
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。
市
民

へ
も
ル
ー
ル
を
再
確
認
す
る
上
で
、
回
覧

板
等
で
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　
　

自
転
車
事
故
が
高
額
賠
償
に
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
、
保
険
加
入
へ
の
周
知
も

大
事
と
思
う
が
。

　
　

損
害
賠
償
保
険
の
加
入
促
進
も
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
と
学
校
職
員
の
再
任
用
の
状
況

と
、
市
民
・
子
供
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
内
部

で
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　

市
職
員
の
再
任
用
は
な
い
が
非
常
勤

職
員
と
し
て
３
名
雇
用
し
、
長
年
の
勤
務

経
験
を
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
内

教
職
員
の
再
任
用
は
教
諭
13
名
、
事
務
１

名
で
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
と
の
声
も

聞
い
て
い
る
。

庶民の会

林田 勉 議員

QQ AQ

QQ

A

A

A

A QAQA

　
　

　
　

再
生
計
画
が
な
さ
れ
る
島
鉄
へ
支
援

体
制
は
継
続
で
き
る
か
。
本
市
と
し
て
の

姿
勢
に
変
化
が
あ
る
の
か
。

　
　

取
締
役
を
退
任
す
る
方
向
だ
が
、
事

業
再
生
計
画
の
基
本
方
針
で
は
地
元
自
治

体
な
ど
と
の
対
話
や
協
業
関
係
を
一
層
強

化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
元
の

市
長
と
し
て
、
公
共
交
通
を
残
す
こ
と
や

鉄
道
の
北
目
線
を
残
す
こ
と
、
さ
ら
に
は

本
市
の
中
心
市
街
地
に
本
社
や
そ
の
機
能

的
な
商
業
施
設
等
も
あ
る
の
で
、
本
市
の

中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
や
島

原
鉄
道
の
約
３
０
０
名
の
従
業
員
を
は
じ

め
、
家
族
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
は
継

続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
市
長
と

い
う
立
場
で
意
見
や
考
え
を
申
し
上
げ
て

い
く
決
意
で
あ
る
。

　
　

　
　

商
業
施
設
の
イ
オ
ン
で
の
期
日
前
投

票
所
の
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

期
日
前
投
票
者
数
は
全
体
で
は
８
８

８
９
人
で
、
う
ち
イ
オ
ン
島
原
店
が
４
３

６
４
人
と
、
期
日
前
投
票
所
に
お
い
て
は

一
番
多
く
、
全
体
の
約
半
数
を
占
め
た
。

買
い
物
つ
い
で
に
投
票
を
す
る
方
も
多

く
、
投
票
率
の
向
上
に
効
果
が
あ
っ
た
。

 
 

　

平
成
30
年
２
月
１
日
か
ら
漁
船
を
含

め
た
小
型
船
舶
の
船
長
に
対
し
て
、
乗
船

す
る
全
て
の
者
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
。
動

き
や
す
い
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入
補

助
は
で
き
な
い
か
。

 

　

操
業
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
タ
イ
プ
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も

あ
る
。
共
同
購
入
な
ど
に
よ
る
安
価
な
購

入
方
法
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
漁
業

協
同
組
合
等
と
も
相
談
を
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】　

◇
公
共
施
設
の
料
金
改
定
後
の
状
況
は

バラの会

楠　晋典  議員

QA

QAA Q

問問
旧
「
堀
部
邸
」
を
民
泊
施
設

の
軸
に
し
て
、
体
験
型
観

光
で
人
を
呼
び
込
も
う
！

問問
年
金
支
給
開
始
延
期
と
定
年
延
長

に
伴
う
再
任
用
の
状
況
に
つ
い
て

問問
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
・
自
転
車

の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問問
公
共
交
通
は
残
せ
る
か

島
鉄
北
目
線
の
今
後
は

南
目
跡
地
の
活
用
は

問問
選
挙
投
票
率
の
向
上
の
た
め
、

投
票
所
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

漁
業
者
支
援
に
つ
い
て

問
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高
齢
者
の
社
会
参
加
充
実
に
関
連

し
、
①
４
回
実
施
し
た
バ
ス
の
実
証
運
行

を
今
後
ど
う
活
か
す
の
か
。
結
論
を
急
い

で
ほ
し
い
。
②
鉄
道
部
門
再
生
の
展
望
は
。

　

①
運
行
主
体
な
ど
、
新
た
な
公
共
交

通
の
構
築
に
向
け
関
係
部
局
で
協
議
し
て

い
る
。
②
北
目
線
の
存
続
を
最
大
の
目
標

の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

　

不
採
算
部
門
は
切
り
捨
て
る
の
が
資

本
の
論
理
。
便
数
や
運
賃
の
問
題
な
ど
、

住
民
と
と
も
に
論
議
す
る
姿
勢
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
拝
聴
し
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
う
。

　

自
由
に
乗
降
で
き
る
バ
ス
、
接
近
を

知
ら
せ
る
た
め
に
音
楽
を
流
し
な
が
ら
走

る
バ
ス
は
ど
う
か
。

　

お
も
し
ろ
い
と
思
う
。
十
分
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

シ
ニ
ア
カ
ー
を
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
制
度
の
構
築
を
。

　

介
護
保
険
で
国
が
定
め
る
基
準
が
あ

る
が
、
総
合
的
に
新
し
い
公
共
交
通
の
あ

り
方
と
し
て
論
議
し
た
い
。

　

国
保
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て
、
本

県
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

　

納
付
金
の
積
算
が
遅
れ
て
い
る
。

　

①
な
ぜ
、
い
ま
道
徳
の
授
業
化
な
の

か
。
②
評
価
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

①
い
じ
め
対
策
や
情
報
モ
ラ
ル
等
の

低
下
と
い
う
指
摘
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

②
５
や
４
な
ど
の
評
価
は
せ
ず
、
文
章
で

記
述
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

①
文
科
省
も
認
め
る
教
師
の
多
忙
化

に
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。
②

多
忙
化
解
消
の
方
策
は
。

　

①
道
徳
の
授
業
は
現
在
も
行
っ
て
お

り
対
応
し
て
い
け
る
と
思
う
。
②
パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
等
を
活
用
し
効
率
化
を
図
る
の

も
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

教
育
現
場
で
の
多
忙
化
の
実
態
を
把

握
す
べ
き
で
は
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
時
間
外
勤
務
の

状
況
調
査
を
本
年
度
か
ら
年
３
回
実
施
し

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
産
業
振
興
に
つ
い
て

日本共産党

島田 一徳 議員

QQ AQ A

A

A

Q

福
祉
行
政
に
つ
い
て

問

A Q

　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
町

内
会
・
自
治
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
認

識
は
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
へ
の
支
障

や
、
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
の
問
題
が

出
て
く
る
。
全
国
的
に
は
地
域
の
各
種
団

体
が
参
加
し
て
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
を
つ
く
り
、
住
民
自
ら
が
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
先
進
的
な
自
治
体
も

あ
り
、
本
市
で
も
視
察
や
市
民
勉
強
会
を

実
施
し
て
き
た
。
地
域
づ
く
り
の
問
題
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
市
民
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

町
内
会
・
自
治
会
の
運
営
補
助
金
に

つ
い
て
。
世
帯
数
が
最
も
少
な
い
町
内
会

は
６
世
帯
と
の
こ
と
だ
が
、
１
０
０
世
帯
、

２
０
０
世
帯
あ
っ
て
集
会
場
等
も
設
置
し

て
い
る
組
織
は
運
営
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
運
営
補
助
金
は
同

じ
取
り
扱
い
で
よ
い
の
か
。

　
　

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
運
営
補
助
金

は
合
併
時
の
調
整
に
お
い
て
、
均
等
割

２
万
５
千
円
、
世
帯
割
１
２
０
０
円
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。
自
治
公
民
館
等
の
経
費

が
か
か
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
自

ら
の
財
源
の
中
で
の
運
営
が
基
本
だ
と
考

え
て
お
り
、
現
行
の
枠
組
み
で
対
応
し
た

い
。

　
　

基
金
残
高
の
状
況
は
。

　
　

平
成
28
年
度
末
時
点
で
、
教
育
委
員

会
が
所
管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
約

６
８
５
７
万
円
、
ふ
る
さ
と
し
ま
ば
ら
応

援
基
金
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
分
野
で
の
寄
附

金
が
１
２
３
１
万
円
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
全
国
・
九
州
大
会
へ
の
出
場

補
助
金
は
雲
仙
市
、
南
島
原
市
よ
り
支
給

基
準
が
低
い
。
基
金
を
活
用
し
て
子
供
た

ち
の
ス
ポ
ー
ツ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
な

い
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

◇
職
員
の
地
域
貢
献
応
援
制
度
に
つ
い
て

◇
公
共
交
通
に
つ
い
て

平成会

濱﨑 清志 議員

QAA

A

Q

A Q Q

QA

Q

QA A

問問
町
内
会
・
自
治
会
に
つ
い

て

問問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
つ

い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
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相
続
登
記
や
所
有
者
移
転
の
登
記
が

進
ま
な
い
原
因
は
何
か
。　

　

林
業
の
衰
退
や
不
動
産
価
格
の
低
迷

等
に
よ
り
相
続
や
所
有
権
移
転
の
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
。

　

公
共
事
業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
相
続
人
代
表
１
人
で
登
記
で
き
る
よ
う

法
改
正
で
き
な
い
か
。

　

法
整
備
は
市
長
会
等
で
取
り
上
げ
る

の
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　

住
民
票
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
、
登

記
の
変
更
に
関
し
て
庁
内
で
の
連
携
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

　

死
亡
届
が
あ
っ
た
場
合
、
遺
族
に
必

要
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
、
手
続
き
を

案
内
し
て
い
る
。

　

山
林
を
外
国
人
に
買
わ
れ
て
水
資
源

を
と
ら
れ
る
問
題
も
あ
る
。
所
有
権
と
切

り
離
し
て
利
用
権
を
設
定
で
き
な
い
の
か
。

　

外
国
人
所
有
の
土
地
は
把
握
で
き
な

い
。
水
源
は
土
地
に
付
随
す
る
と
思
う
。

市
で
何
が
で
き
る
か
整
理
し
た
い
。

　

地
方
公
共
団
体
で
一
括
購
入
し
安
く

で
き
な
い
か
。

　

公
正
取
引
委
員
会
の
通
知
を
吟
味

し
、
で
き
る
だ
け
低
廉
に
な
ら
な
い
か
協

議
し
た
い
。　

　

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
な
の
か
。

　

国
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協

会
、
本
市
を
含
む
全
国
４
自
治
体
の
首
長

ら
11
人
に
よ
る
緊
急
勉
強
会
で
、
本
市
の

取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

認
定
が
出
る
前
に
利
用
す
る
と
き
は

ど
う
す
る
の
か
。　

　

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
要
支
援
・

要
介
護
認
定
結
果
前
に
暫
定
的
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

　

長
﨑
自
動
車
の
経
営
で
、
本
当
に
存

続
で
き
る
の
か
。

　

経
営
が
変
わ
っ
た
後
に
改
め
て
、
島

鉄
の
北
目
線
や
雇
用
の
存
続
、
中
心
市
街

地
活
性
化
、
バ
ス
路
線
の
充
実
な
ど
申
し

入
れ
た
い
。

チームＩ

中川 忠則 議員

AQ

Q

A

AA Q

QAA Q

　
　

昭
和
55
年
に
計
画
さ
れ
た
公
共
下
水

道
の
基
本
計
画
は
早
期
に
見
直
し
、
人
口

減
少
社
会
に
合
っ
た
事
業
の
計
画
を
す
べ

き
。

　
　

平
成
23
年
に
見
直
し
案
を
示
し
た

が
、
現
状
を
踏
ま
え
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
柱
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
汚
水
処
理

の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

公
共
下
水
道
に
し
た
場
合
、
①
接
続

に
必
要
な
費
用
は
。
②
加
入
率
の
見
通
し

は
。

　
　

①
ト
イ
レ
周
り
の
修
繕
や
配
管
等
に

約
１
０
０
万
円
か
か
る
場
合
も
あ
る
。
②

近
隣
の
自
治
体
で
は
約
４
割
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

事
業
計
画
を
白
紙
に
戻
し
、
合
併
処　

理
浄
化
槽
の
普
及
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま

ず
は
市
民
に
説
明
し
、
早
め
の
決
断
を
。

　
　

市
民
や
議
会
の
理
解
を
得
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

「
農
地
が
足
り
な
い
」
と
言
う
後
継

者
の
若
者
が
い
る
。
水
田
を
畑
に
地
目
変

更
し
畑
と
し
て
圃
場
整
備
す
る
な
ど
の
政

策
も
必
要
で
は
。

　
　

県
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　

農
家
の
若
い
担
い
手
が
元
気
づ
く
よ

う
な
政
策
を
。
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
は

少
子
高
齢
化
へ
の
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

　
　

基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
う

の
で
、
関
係
す
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　

①
時
間
帯
別
の
投
票
率
は
。
②
期
日

前
投
票
も
増
え
て
お
り
、
投
票
時
間
の
短

縮
に
賛
成
す
る
方
も
多
い
よ
う
だ
が
ど
う

捉
え
る
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
①
午
前

中
が
約
56
％
、
18
時
か
ら
20
時
が
６
％
。

②
短
縮
に
賛
成
の
方
が
約
７
割
で
、
経
費

の
節
減
や
投
票
立
会
人
等
の
負
担
軽
減
が

可
能
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
地
域
高
規
格
道
路
と
県
道
礫
石
原
松
尾

　

停
車
場
線
に
つ
い
て

庶民の会

種村 繁德 議員

QQ

A

A

QA Q A Q

A

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

問
AQ

問問
新
な
が
さ
き
農
林
業
活
性

化
計
画
に
つ
い
て

選
挙
と
投
票
率
に
つ
い
て

問

所
有
者
不
明
の
山
林
に
つ
い
て

問

介
護
保
険
に
つ
い
て

問
島
原
鉄
道
に
つ
い
て

問
Q QA A

Q

中
学
校
の
制
服
が
高
い
の
で
は
な
い
か

問問問
地
方
公
共
団
体
の
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
活
用
の
た

め
設
置
さ
れ
る
チ
ー
ム
と
は
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　         １２月定例会ではこんなことが決まりました

議 案 番 号 事 　 　 件 　 　 名 　 議決結果

第 73 号 平成 28 年度島原市一般会計歳入歳出決算 　※９月定例会からの継続審査 認　　定

第 78 号 専決処分の承認について 承　　認

第 79 号 島原市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

第 80 号 島原市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

第 81 号 島原市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

第 82 号 島原市保育所設置条例の一部を改正する条例 原案可決

第 83 号 財産の無償譲渡について 原案可決

第 84 号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決

第 85 号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決

第 86 号 公有水面埋立に関する意見について 原案可決　

第 87 号 公の施設の指定管理者の指定について（有明文化会館及び有明資料館） 原案可決

第 88 号 平成 29 年度島原市一般会計補正予算（第 4 号） 原案可決

第 89 号 市長及び副市長の給与に関する条例及び島原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

第 90 号 一般職の職員の給与に関する条例及び島原市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

第 91 号 平成 29 年度島原市一般会計補正予算（第 5号） 原案可決

	

　
　

島
鉄
を
引
き
受
け
た
長
崎
自
動
車
は

黒
字
の
会
社
だ
が
、
今
後
も
補
助
金
は
継

続
し
て
出
す
の
か
。

　
　

県
や
関
係
各
市
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
、
当
分
の
間
は
継
続
し
て
い
く
方
向
で

検
討
し
た
い
。

　
　

市
長
は
イ
オ
ン
存
続
に
賛
成
な
の
か
。

　
　

中
心
市
街
地
を
空
洞
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
存
続
さ
せ
た
い
。

　
　

長
崎
自
動
車
は
イ
オ
ン
存
続
に
賛
成

な
の
か
。

　
　

事
情
は
理
解
さ
れ
て
お
り
、
早
く
決

断
す
べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ

て
き
た
。

　
　

イ
オ
ン
関
連
で
水
頭
線
の
拡
幅
の
検

討
を
始
め
た
の
か
。

　
　

国
道
に
抜
け
る
道
で
あ
り
、
以
前
か

ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
重

要
路
線
と
認
識
し
て
お
り
、
一
方
通
行
を

車
が
逆
走
す
る
な
ど
事
故
が
多
い
こ
と
や

交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
な
解
決
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

長
崎
銀
行
横
の
道
路
の
付
替
え
は
可

能
な
の
か
。

　
　

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
け
れ

ば
、
新
た
な
線
形
等
の
考
え
方
も
折
り
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

こ
の
付
替
え
道
路
に
排
水
路
を
合
体

さ
せ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
冠
水
対
策
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

音
無
川
か
ら
イ
オ
ン
の
ほ
う
に
水
が

来
る
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
る
。

　
　

島
鉄
本
社
が
駅
前
に
移
転
し
た
ら
、

島
原
城
４
百
周
年
と
絡
め
て
駅
前
の
景
観

整
備
を
す
べ
き
。

　
　

例
え
ば
の
話
で
、
そ
う
な
れ
ば
整
備

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　

街
づ
く
り
と
し
て
、
イ
オ
ン
や
駅
前
、

庁
舎
建
替
え
で
大
手
が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
う
が
、
初
市
や
屋
台
存
続
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　

再
度
、
初
市
の
よ
う
な
も
の
を
や
っ

て
み
た
い
。
今
ど
き
の
屋
台
の
あ
り
方
を

考
え
れ
ば
、
商
店
街
や
夜
の
飲
食
店
街
へ

の
接
続
点
と
し
て
魅
力
あ
る
広
場
と
し
て

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

実践クラブ

生田 忠照 議員

QQA A

QA Q A

Q A AQ 問問
イ
オ
ン
存
続
に
よ
る
島
原

の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

QA Q A
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付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

○
第
79
号
議
案

　

島
原
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
る
地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
整
備
を
図
る
た
め
、
こ
の
条

例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
　
　
　

育
児
休
業
中
の
非
常
勤
職
員
の

給
料
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

支
給
さ
れ
な
い
が
、
代
替
措
置

と
し
て
非
常
勤
職
員
は
雇
用
保
険
か
ら
育

児
休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

対
象
者
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
80
号
議
案

　

島
原
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

し
尿
処
理
手
数
料
を
別
表
か
ら
削
除
す

る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

法
改
正
や
県
か
ら
の
指
導
を
受

け
て
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
改
正
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

県
か
ら
の
指
導
を
受
け
今
回
条

例
か
ら
削
除
す
る
。
当
時
は
審
議
会
を
設

置
し
て
お
ら
ず
手
数
料
の
決
定
方
法
な
ど

所
要
の
整
理
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

や
、
次
回
の
更
新
の
際
に
整
理
を
図
り
な

が
ら
や
ろ
う
と
い
う
考
え
で
こ
れ
ま
で
に

至
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
等
の

質
疑
や
、
法
律
に
則
し
市
民
へ
の
理
解
を

図
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

○
第
89
号
議
案

　

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
島
原
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
市

長
、
副
市
長
及
び
市
議
会
議
員
の
期
末
手

当
を
改
定
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

妥
当
性
を
検
討
し
た
の
か
。

人
事
院
勧
告
後
、
他
市
の
状
況

な
ど
を
調
査
し
部
内
で
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
２
つ
の
条
例
を
１
つ
の
議

案
と
し
て
提
出
し
た
理
由
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
90
号
議
案

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
島
原
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
一

般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
た
め
、

こ
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

非
常
勤
職
員
の
給
与
改
定
も
今

回
の
議
案
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
給
与
改
定
の
妥
当
性
等
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　委員会活動報告

１２月１３日の本会議で付託された議案等について、総務委員会（１２月１４日）、産業

建設委員会（１２月１５日）、教育厚生委員会（１２月１８日）、予算審査特別委員会（１２

月２０日）を開き、審査しましたので、その概要をお知らせします。

また、去る９月定例会において、閉会中の継続審査として付託された第７３号議案について、

平成２９年１０月４日、５日の２日間で決算審査特別委員会を開き審査しましたので、その

概要をお知らせします。

質
議

答
弁

 

総    

務  

委
員
会

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁
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付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

○
第
81
号
議
案

 
 

島
原
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
。

中
堅
所
得
者
世
帯
に
対
し
て
良

好
な
賃
貸
住
宅
を
供
給
す
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
建
設
管
理
を
行
い
、
賃
貸
し

い
る
住
宅
の
こ
と
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、

花
の
丘
団
地
及
び
新
山
団
地
に
そ
れ
ぞ
れ

６
戸
を
整
備
し
て
い
る
。
現
在
は
、
花
の

丘
団
地
に
４
戸
、
新
山
団
地
に
３
戸
が
入

居
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。　

　

こ
の
ほ
か
、
入
居
で
き
る
収
入
基
準
の

範
囲
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
84
号
議
案

　

公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に

つ
い
て

　

公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
り
、
公

有
水
面
埋
立
に
関
し
、
地
元
市
長
と
し
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
議
会
の
議

決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

高
潮
対
策
の
た
め
の
埋
立
だ
が
、

こ
の
場
所
に
排
水
ポ
ン
プ
を
置
く
の
か
。

長
崎
県
が
堤
防
を
つ
く
り
、
ゲ

ー
ト
を
設
置
し
、
市
が
排
水
ポ
ン
プ
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　　

こ
の
ほ
か
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
等
の
要

望
や
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

○
第
85
号
議
案

　

公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に

つ
い
て

　

公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
り
、
公

有
水
面
埋
立
に
関
し
、
地
元
市
長
と
し
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
議
会
の
議

決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

防
災
道
路
整
備
の
た
め
の
埋
立

と
い
う
こ
と
だ
が
、
防
災
道
路
は
一
般
の

通
行
も
可
能
な
の
か
。

防
災
道
路
に
つ
い
て
は
市
道
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
一
般
車
も
通
行
可

能
に
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
災
道
路
の
延
長
と
幅
員

等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

○
第
86
号
議
案

　

公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に

つ
い
て

　

公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
に
よ
り
、
公

有
水
面
埋
立
に
関
し
、
地
元
市
長
と
し
て

の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
議
会
の
議

決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

防
災
広
場
に
な
る
予
定
の
場
所

の
埋
立
だ
が
、
こ
の
場
所
に
は
、
貴
重
な

石
橋
や
龍
馬
が
上
陸
し
た
場
所
も
あ
る
、

そ
の
取
り
扱
い
ど
う
す
る
の
か
。

新
地
橋
は
、
埋
め
立
て
地
内
の

一
画
に
移
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
龍
馬
上
陸
地
で
あ
る
階
段
石
積
は
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
埋
め
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
壊
さ
な
い
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
管
理
者
や
遊
具
の
設
置
、

埋
立
場
所
位
置
等
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

産
業
建
設  

委
員
会

質
議

答
弁

埋立予定箇所の現地調査を実施
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付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し

た
。

○
第
82
号
議
案　

　

島
原
市
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
第
83
号
議
案　

　

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

第
82
号
議
案
及
び
第
83
号
議
案
に
つ
い

て
は
、
島
原
市
白
山
保
育
園
の
民
間
移
譲

に
伴
う
議
案
で
あ
り
、
関
連
が
あ
る
の
で

一
括
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
所
運
営
に
お
け
る
公
立
と

私
立
の
相
違
点
に
つ
い
て
。

保
育
料
は
公
立
も
私
立
も
同
じ
。

運
営
費
は
、
公
立
の
場
合
は
市
の
直
営
、

私
立
の
場
合
は
保
育
所
運
営
に
必
要
な
経

費
を
給
付
費
と
し
て
支
給
、
国
が
２
分
の

１
、
県
が
４
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
の

負
担
。
公
立
、
私
立
と
も
に
市
の
負
担
分

は
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。

建
物
を
無
償
譲
渡
す
る
内
容
だ

が
、
土
地
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

募
集
要
項
で
、
賃
借
か
購
入
の

い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し

て
い
た
が
、
今
回
の
移
譲
先
法
人
に
お
い

て
は
購
入
を
し
た
い
方
針
で
あ
る
こ
と
を

聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
移
譲
先
法
人
に
決
ま
っ
た

経
緯
や
民
営
化
に
よ
る
財
政
効
果
や
職
員

の
処
遇
等
の
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

○
第
87
号
議
案　

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

有
明
文
化
会
館
及
び
有
明
資
料
館
の
管

理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
指
定

管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

公
募
の
結
果
、
事
業
団
し
か
応

募
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
指
定
管

理
料
に
魅
力
が
な
く
、
他
の
民
間
団
体
か

ら
の
応
募
が
な
い
状
況
で
、
必
然
的
に
事

業
団
に
な
っ
て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
。
民
間
の
力
を
活
用
し
て
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が
指
定
管
理
者
制
度
の
趣

旨
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
他
の
民
間
団
体

や
若
者
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
よ
う
、

も
っ
と
応
募
し
や
す
い
形
に
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

新
た
な
団
体
か
ら
の
申
請
を
期

待
し
て
い
る
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
応

募
し
や
く
な
る
の
か
検
討
を
す
る
中
で
、

最
近
で
は
市
内
の
団
体
に
限
定
し
な
い
と

い
う
方
針
も
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
有
明
資
料
館
の
利
用
拡
大

や
学
校
教
育
で
の
活
用
等
の
質
疑
が
な
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

教
育
厚
生 

委
員
会

　　

　　　　議会だより 「音声版 ・ 点字版」 の 御案内

　議会の活動状況を市民の皆様にお伝えし、身近に感じていただくため、定例会ごとに年４回

「島原市議会だより」を発行し、市内各世帯に配布しています。

　また、目の不自由な方向けに、音声版、点訳版を、島原声のボランティア「ゆずの会」及

び、島原点訳サークル「がんばっ点！」の皆さんのご協力により、それぞれ発行しています。

　　◇音声版、点訳版をご希望の方は、福祉課障害福祉班へお申し出ください。

　　　電話 ６３-１１１１　内線 ２７３

 　　　 民間移譲となる白山保育園
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付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

○
第
88
号
議
案　

　

平
成
29
年
度
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
９
６
万
４

千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
２
３
１

億
６
２
２
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会

か
ら
の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
措
置
費
の
子
ど
も
た
め
の

教
育
・
保
育
給
付
費
の
内
容
に
つ
い
て
。

予
算
編
成
後
に
29
年
度
の
公
定

価
格
が
告
示
さ
れ
、
児
童
１
人
当
た
り
に

対
す
る
単
価
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
増

額
。
ま
た
、
29
年
度
か
ら
全
職
員
の
処
遇

改
善
加
算
と
し
て
２
％
増
額
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
副
主
任
ク
ラ
ス
の
専
門
リ
ー

ダ
ー
的
な
保
育
士
に
対
し
て
月
額
４
万

円
、
職
務
分
野
別
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
概
ね

３
年
以
上
勤
務
す
る
保
育
士
に
対
し
て
月

額
５
千
円
を
処
遇
改
善
す
る
と
い
う
こ
と

が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

人
件
費
に
つ
い
て
、
職
員
が
病

気
な
ど
で
休
職
し
た
場
合
の
給
与
の
取
扱

い
は
。

１
年
間
は
給
料
の
80
％
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
る
。
１
年
を
超
え
た
場
合

は
、
無
給
と
な
り
、
職
員
共
済
組
合
か
ら

休
業
補
償
に
か
か
る
部
分
の
支
給
は
あ
る

が
、
市
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
の
取
り
扱

い
や
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、
水
産
業

に
対
す
る
支
援
の
方
針
等
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
第
91
号
議
案　

　

平
成
29
年
度
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
１
２
万
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
２
３
１
億

８
０
３
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会

か
ら
の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
の
概
要
は
。

一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

給
料
表
の
０
・
２
％
の
引
き
上
げ
、
勤
勉

手
当
の
０
・
１
月
分
の
引
き
上
げ
が
主
な

改
定
内
容
。

　

こ
の
ほ
か
、
非
常
勤
の
長
期
間
勤
務
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
挙
手
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

　　　　  保育士と給食を楽しむ園児

市議会からのお知らせ

　インターネットで島原市議会会議録と本会議のライブ・録画放送がご覧になれま

す。

　また、市議会の審議内容や市政に対する一般質問の内容などを市民の皆様に広く

お知らせするため、市議会ホームページに会議録を公開しております。

　会議録検索では、ことばや発言者など、さまざまな方法で検索できますので、ご

活用ください。
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○
第
73
号
議
案　

　

平
成
28
年
度
島
原
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　　

歳
入
決
算
額
は
２
３
９
億
９
４
９
５
万

６
９
４
２
円
で
、
歳
出
決
算
額
は
２
３
５

億
９
５
０
２
万
１
９
９
２
円
と
す
る
も

の
。

　　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
決
算
の
概
要
、
主
要
施
策
の
成

果
説
明
書
」
、
監
査
委
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
決
算
及
び
基
金
運
用
状
況
審
査
意
見

書
」
な
ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

島
原
市
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費

補
助
金
の
約
１
８
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

他
市
で
は
民
間
の
タ
ク
シ
ー
会
社
が
デ
マ

ン
ド
方
式
な
ど
を
運
行
し
て
お
り
、
国
の

補
助
金
等
を
活
用
し
て
い
る
よ
う
だ
。
現

状
の
バ
ス
路
線
の
維
持
の
た
め
に
毎
年
補

助
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
手
法

に
よ
る
運
行
も
含
め
て
早
急
に
検
討
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
問

題
の
重
要
性
は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と
思
う
の
で
、
新

た
な
手
法
も
含
め
て
早
急
に
対
応
策
を
ま

と
め
る
必
要
が
あ
る
。

扶
助
費
に
つ
い
て
、
働
け
る
方

は
就
労
し
て
自
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
、
就
労
自
立
給
付
金
の
効
果
は
。

就
労
支
援
員
を
１
名
雇
用
し
、

生
活
保
護
受
給
者
で
働
け
る
方
の
相
談
等

の
活
動
を
し
て
い
る
。
28
年
度
は
就
労
支

援
者
数
56
人
の
う
ち
29
人
が
就
労
に
至
っ

た
。
生
活
保
護
か
ら
脱
却
し
た
方
も
お
ら

れ
、
こ
の
実
績
は
昨
年
度
よ
り
増
加
し

た
。

有
明
海
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会

に
負
担
金
を
支
出
し
て
る
が
、
有
明
海
に

お
け
る
栽
培
漁
業
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
10

％
程
度
が
放
流
さ
れ
た
魚
種
で
あ
っ
た
と

の
効
果
。
今
後
も
県
と
一
緒
に
な
り
進
め

て
い
き
た
い
。

観
光
宿
泊
施
設
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

観
光
業
界
が
落
ち
込
ん
だ
23
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
６
年
間
実
施

す
る
中
で
、
宿
泊
客
数
が
一
昨
年
に
20
万

人
に
到
達
し
、
昨
年
も
熊
本
震
災
の
影
響

の
中
、
20
万
人
を
死
守
し
て
い
る
と
い
う

状
況
。
総
合
戦
略
で
平
成
31
年
迄
の
目
標

を
25
万
人
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。
温
泉
給
湯
事
業
を
継
続

す
る
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
で
も
あ
り
、
温
泉
給
湯
事
業
で

健
全
な
経
営
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
第
一

条
件
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度

の
目
途
が
立
つ
ま
で
は
こ
れ
ま
で
の
形
で

お
願
い
し
た
い
。

国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
販
路

開
拓
支
援
事
業
も
行
い
販
路
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｑ
商
品
を
そ
れ
だ
け

の
市
場
に
出
す
た
め
の
生
産
工
場
は
少
な

い
、
行
政
が
多
く
の
予
算
を
使
い
行
う
べ

き
事
業
な
の
か
疑
問
が
あ
る
が
。

今
は
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
通
用
す

る
よ
う
に
名
前
を
売
っ
て
い
る
時
期
で
あ

り
、
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
し
た
場
合
に
は
行

政
が
関
わ
る
こ
と
は
不
要
に
な
る
と
思
う
。

今
、
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る

の
は
幸
田
町
と
の
企
業
誘
致
で
あ
る
。
糸

口
を
つ
く
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
行

政
が
商
売
に
介
入
し
す
ぎ
で
は
な
い
の
か
。

英
語
や
中
国
語
を
話
す
職
員
が
い
る
わ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
市
の
職
員
が
商
談

に
行
っ
て
何
が
で
き
る
の
か
な
と
思
う
が
、

香
港
と
の
取
引
状
況
は
。

香
港
の
商
談
会
等
で
マ
ッ
チ
ン

グ
で
き
た
の
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
小
松
菜

等
の
青
物
野
菜
で
、
週
に
３
回
程
度
の
出

荷
が
あ
り
、
年
間
ベ
ー
ス
で
約
２
０
０
万

円
か
ら
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
売
り
上
げ
が

出
て
い
る
。旧

島
原
市
が
道
路
や
側
溝
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
は
都
市
計
画
が
あ
っ
た

お
か
げ
だ
と
思
う
。
合
併
し
て
10
年
が
た

ち
、
有
明
地
区
に
も
都
市
計
画
区
域
を
指

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
以
上
、
都
市
計
画
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
範
囲
を

示
し
て
い
け
ば
よ
い
か
考
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
し
ま
ば
ら
創
生
・
企
業
派

遣
研
修
事
業
の
効
果
、
中
学
生
海
外
訪
問

交
流
事
業
、
島
原
文
化
会
館
の
今
後
の
方

針
、
市
税
や
交
付
税
額
の
状
況
等
に
つ
い

て
質
疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
認
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別 

委
員
会

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

答
弁

質
議

質
議

答
弁

答
弁
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有
明
庁
舎
で
の
定
例
会
も
、
一
昨
年
12
月
議
会

か
ら
数
え
て
５
回
と
な
り
ま
し
た
。
指
折
り
数
え

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
と
８
回

定
例
会
を
す
る
と
新
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

　

議
場
を
含
め
建
物
全
体
の
設
計
、
ま
た
議
場
フ

ロ
ア
ー
の
ハ
ー
ド
面
は
す
で
に
決
定
し
て
い
ま
す

が
、
機
械
設
備
を
含
め
そ
れ
を
ど
う
運
用
す
る
か

は
今
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

日
進
月
歩
す
る
情
報
社
会
で
、
ま
た
米
国
の
大

統
領
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
全
世
界
に
情
報
発
信
す
る

よ
う
な
社
会
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
議
会

運
営
委
員
会
を
は
じ
め
各
議
員
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
各
世
帯
へ
の
配
布
の
ほ
か
、
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
、
本
会
議
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
生
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
ラ
イ
ブ
・
録
画
配
信
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

よ
り
身
近
な
議
会
と
な
る
よ
う
議
会
に
対

す
る
市
民
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。　

　                                      

　　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
議
会
運
営
委
員

の
ほ
か
、
定
例
会
ご
と
の
会
議
録
署
名
議
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。　

 
 
 

編
集
・
発
行　

島
原
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　

島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３
２
７
番
地　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
6
2
-
8
0
2
7
　

Ｆ
Ａ

Ｘ
6
4
-
6
5
8
8
　

　
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
h
i
m
a
b
a
r
a
.
l
g
.
j
p
/
g
i
k
a
i
/

議 会 を 傍 聴 し て

        み ま せ ん か

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 
 
 

委 

員 

長　

種
村　

繁
德

 
 
 

副
委
員
長　

濱
﨑　

清
志

 
 
 

委　
　

員　

上
田　

義
定

 
 
 

委　
　

員　

本
田　

み
え

 
 
 

委　
　

員　

北
浦　

守
金

 
 
 

委　
　

員　

中
川　

忠
則

編

集

後

記

　市議会では市民皆さまの日常生活に関係のある重要な案件が審議されます。そのほか、市政全般について

の一般質問も行われます。

　定例会は年４回開かれ、次の定例会は３月１日に開会予定です。お気軽に傍聴にお出かけください。

   　　　　　　　　　よ う こ そ 島 原 へ

◇受け入れた行政視察

10 月 17 日　　さぬき市議会　すこやか赤ちゃん支援事業について

11 月 １日　　岡山県議会　　地域おこし協力隊による農家育成型ネット販売事業

11 月 ８日　　みやき町議会　島原スペシャルクオリティ制度、ほか

11 月 27 日　　柏市議会　　　地域児童見守りシステム事業

12 日 20 日　　小山町議会　　噴火災害からの復興について

　　　　　　　　　　　　　　　　※視察項目は要約して掲載しております。

　島原市議会では、議会の取り組みや、市の事業などさまざまな項

目で視察をお受けしております。

　本市の取り組みが、全国各市の施策の参考となれば幸いです。

         現地視察を実施（小山町議会）


